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	製品名: リボソームタンパク質S4Y1ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞質リボソームはタンパク質合成を触媒する細胞小器官で、小さな40Sサブユニットと大きな60Sサブユニットから構成されています。これらのサブユニットは合わせて4種類のRNAと約80種類の構造的に異なるタンパク質で構成されています。この遺伝子は、40Sサブユニットの構成要素であるリボソームタンパク質S4をコードしています。リボソームタンパク質S4は、この遺伝子とリボソームタンパク質S4 X連鎖遺伝子（RPS4X）の2つの遺伝子によってコードされることが知られている唯一のリボソームタンパク質です。これらの遺伝子によってコードされる2つのアイソフォームは同一ではありませんが、機能的に同等です。リボソームタンパク質S4は、リボソームタンパク質のS4Eファミリーに属します。ターナー症候群において、リボソームタンパク質S4遺伝子のハプロ不全が関与している可能性が示唆されていますが、この仮説には議論があります。リボソームタンパク質をコードする遺伝子に典型的であるように、この遺伝子には処理された偽遺伝子が複数存在し、その他に散在している:このアイソフォームはY染色体上にコードされている。,類似性:リボソームタンパク質S4eファミリーに属する。,類似性:1つのS4 RNA結合ドメインを含む。,
	研究分野
	リボソーム;
	画像データ
	

	RPS4Y1抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	RPS4Y1抗体を用いたHUVEC、HeLa細胞、およびCOLO細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	リボソームタンパク質S4Y1ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	リボソームタンパク質S4Y1抗体を用いた293Tマウス脾臓溶解液のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

